
　　　　※経営改善計画の進捗状況は、売上または当期利益が計画比120％超を「好調先」、80％～120％を （令和6年3月末現在）
　　　　　「順調先」、80％未満および、経営改善計画のない企業を「不調先」と判別して記載しております。

（令和5年度実績）

全与信先 創業期 成長期 安定期 低迷期 再生期
7,227先 625先 213先 1,347先 118先 414先

2,384億円 168億円 131億円 924億円 98億円 204億円
（令和6年3月末現在）

（令和6年3月末現在）

　　　※ソリューション提案先は、本業支援（企業価値の向上）先数及び販路開拓、創業、M&A、 （令和6年3月末現在）
　　　　事業承継支援を実施した取引先数です。

（令和6年3月末現在）

（令和6年3月末現在）

　　　[共通01]　当金庫がメインバンクとして取引を行っている企業のうち、経営指標（売上・営業利益率・労働生産性等）の

　　　　　　　　 　改善や就業者数の増加が見られた先数、及び、同先に対する融資額の推移（先数はグループベース）

Ｒ6/3
　　　メイン先数 4,289先
　　　メイン先の融資残高 1,734億円
　　　経営指標等が改善した先数 1,138先

Ｒ6/3 Ｒ5/3 Ｒ4/3
　　　経営指標等が改善した先に係る

727億円 866億円 821億円
　　　3年間の事業年度末の融資残高の推移

　　　[共通02]　当金庫が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況（先数はグループベース）

条件変更総数 好調先 順調先 不調先
　 中小企業の条件変更先に係る

813先 114先 164先 535先
　　　経営改善計画の進捗状況

先数 融資残高

　　　[共通03]　当金庫が関与した創業、第二創業の件数（件数はグループベース）

　　　当金庫が関与した創業件数 170件
　　　当金庫が関与した第二創業件数 1件

　　　[共通04]　ライフステージ別の与信先数、及び、融資額（先数は単体ベース）

　　　ライフステージ別の与信先数
　　　ライフステージ別の与信先に係る事業年度末の融資残高

　　　[共通05]　当金庫が事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資額、及び、全与信先数及び融資額に

　　　　　　　　 　占める割合（先数は単体ベース）

　　　事業性評価に基づく融資を行っている与信先数及び融資残高 1,688先 1,248億円
　　　上記計数の全与信先数及び当該与信先の融資残高に占める割合 23.4% 52.3%

②/①

　　　[選択02]　メイン取引先数の推移、及び、全取引先数に占める割合（先数は単体ベース）

Ｒ6/3 Ｒ5/3 Ｒ4/3
　　　メイン取引先数の推移 4,673先 4,848先 4,886先
　　　全取引先数に占める割合 64.6% 62.8%

　　　契約先の従業員数

62.2%

　　　[選択14]　ソリューション提案先数及び融資額、及び、全取引先数及び融資額に占める割合（先数は単体ベース）

　　　ソリューション提案先の融資残高、及び、同先融資
2,384億円 177億円 7.4%

　　　残高の全取引先の融資残高に占める割合

　　　ソリューション提案先数、及び、同先の全取引先数
7,308先 447先 6.1%

　　　に占める割合

全取引先① ソリューション提案先②

123,005名
　　　優遇プランの利用件数 11,683件

　　　[選択15]　メイン取引先のうち、経営改善提案を行っている先の割合（先数はグループベース）

メイン先数① 経営改善先数② ②/①
　　　メイン取引先のうち、経営改善提案を行っている先の

4,289先 243先 5.7%
　　　割合

　　　[独自]　取引先に対する福利厚生の充実支援（件数は単体ベース）

　　　福利厚生パートナー契約先企業数 13,463件

当金庫では企業のライフステージに応じた課題解決の提案や公的機関との連携によるコンサルティング機能の発揮を経

営戦略に位置付けております。当金庫の取組状況を「金融仲介機能のベンチマーク」も活用しながら定期的にモニタリング

し、さらなる企業価値向上に向けPDCA管理を強化していく方針です。

「金融仲介機能のベンチマーク」について
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